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事業概略書 

事 業 名 
地域の支援力を活かした視覚障害者に対する移動支援事業の在り方に関する

調査研究事業 

 

事 業 目 的 

 

 中山間地域に居住する視覚障害者の外出時におけるガイドヘルパーの利用

及び外出についてを、利用者・自治体・社会福祉協議会・事業所に調査し、

現状を把握するともに、現在における問題点を浮き彫りにし、今後の方向性

を見出していき、ガイド利用の困難な中山間地域での視覚障害者の外出状況

を向上させ、地域生活支援事業における移動支援事業についての在り方、及

びその他、地域住民、ボランティア、車両等地域の支援力を活かした移動支

援事業の在り方について再認識し、中山間地域における視覚障害者の外出状

況を向上させる。 

事 業 概 要 

視覚障害者に対する移動支援事業が、過疎地域や中山間地域においても円滑

に実施できることを目的とする。ついては、調査方法として、利用者・事業

所・自治体・社会福祉協議会に中山間地域における視覚障害者の移動支援事

業を調査研究し、過疎地域や中山間地域でのサービス提供等、モデル事業や

好事例を抽出、検討する。検討結果から、過疎地域や中山間地域において、

視覚障害者に対し、効率的、効果的にサービス提供され、移動支援事業が円

滑に実施できるようにする。 

事業実施結果 

及び効果 

全国の自治体・社会福祉協議会・事業所・利用者にアンケートを依頼し、そ

の結果を反映させ、なおかつ、５回にわたって行われた地域の支援力を活か

した視覚障害者に対する移動支援事業の在り方に関する調査研究事業委員会

で、地域の支援力を活かした視覚障害者に対する移動支援事業の在り方につ

いて、また今後の展望やニーズ等といったことを浮かび上がらせることが出

来た。さらに、全国の実態を知ることによって、各地域での実情に応じた運

営方法を知ることができ、今後の中山間地域での移動支援事業の活性化に効

果に期待がもてる。 

・「地域の支援力を活かした視覚障害者に対する移動支援事業の在り方に関す

る調査研究事業報告書」の作成・配布により、都道府県の移動支援事業に携

わる事業者しいては、関係者の方々に現在、そして未来の中山間地域での移

動支援事業のあり方を知ってもらう事が出来た。 

今後は、地域の支援力を活かした視覚障害者に対する移動支援事業の在り方

に関する調査研究事業報告書を用いて、過疎地域や中山間地域における視覚

障害者に対する移動支援事業が、円滑に実施出来ることが期待できる 

事 業 主 体 
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